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「だめ！うごかちゃないで」 
　孫たちと暮らし始めて数か月がたちます。夫婦二人で
暮らしていた頃と比べると家の中は様々な変化がありま
す。リビングはおもちゃが散らかって、歩く隙間もない
ような状態になっています。クッションや座布団も床に
投げ出されています。少し片づけはじめると、３歳のマ
ルちゃんが「だめ！うごかちゃないで！」と怒ります。
マルちゃんは座布団やクッションで恐竜遊びをしていま
す。彼にとって、床の上のクッションや座布団は恐竜の
家であり、それがそのまま豊かで楽しい世界なのです。
大人目線での整理整頓はマルちゃんにとっては世界の破
壊者です。豊かな想像力を失ってしまったのはジジさん
の方ですね。そんなことを考えつつも、これではまっす
ぐに歩けないのでせめてクッションをひとつだけ動かし
ます。すかさずマルちゃんが「ダメだよー、もう…ジジ
とはもうあちょばない（もう遊ばない）！」「えー、ジ
ジと遊んでえー」と答えると、隣で塗り絵をしている５
歳のピッちゃんがにやっと笑っています。まあ、しかた
がないか…。そうなんです。乳幼児がいるご家庭はむし
ろ散らかっているのが自然です。あまりにきれいすぎる
のは逆に「大人の側からの締めつけ」が強すぎるという
ことかもしれません。さんざん大騒ぎした子どもたちも、
寝る前には「お片づけしなさい」とママに言われ、ばた
ばたとお片づけ。「おやすみー」と言いながら１列にな
って２階の寝室への階段を登っていきます。

「くつをそろえる」
　福島県立医科大学の横山浩之先生は発達障害の子ども
たちとのかかわりの中で「しつけ」の重要性を強調され
ています。しつけと言っても、「へんじ」「あいさつ」
「くつをそろえてぬぐ」の３つです。これを、「（大人
から）言われなくてもできるまで教え続けましょう」と

提案されていらっしゃいます。孫たちは「へんじ」「あ
いさつ」についてはほぼ大丈夫です。むしろ耳が遠くな
ってきたジジババの方が「あやしい」時があります。仕
事を終えて「ただいま」と言いながら玄関をあけると、
玄関のくつがそろえて並べられています（写真）。ピッ
ちゃんがそろえたそうです。「おお、いいねえ」という
とピッちゃんは得意そうにニコニコしています。何故、
くつをそろえたほうがいいか、どうして返事やあいさつ
が大事かなど、子どもたちにはよくわからないと思いま
すが、「そうするもんだ」と身にしみこんでもらえれば
いいと思っています。

「早寝・早起き・朝ごはん」
　我が家のリビングは朝５時45分になると暖房が入る
ようにセットされています。朝６時になると子どもたち
が起きてきます。レンちゃんはしっかり目が覚めていま
す。マルちゃんとピッちゃんは半分寝ている状態です。
横山先生は「朝は起こさなくても６時には起きてくる」
ことをお勧めしています。目が覚めて「あーおなかがす
いた」と起きてくるのがいいのです。そのためには小学
校低学年なら９時前には寝る「早寝」が必要です。休み
の日はのんびりしたくなりますが、休みの日こそ「早
寝・早起き」が大切です。なるべく早寝・早起きの習慣
を狂わせない方がいいです。

「結局、何を学んでほしいか」
　リビングを散らかさないで欲しいとか、後片づけをし
て欲しいとか、くつをそろえて欲しいとか、これらは大
人の側の事情です。元気な返事やあいさつも大人の期待
だし、早寝・早起きの生活リズムや朝ご飯をしっかり食
べることなどは大人だってついおろそかになりがちなこ
とです。なぜ、そのことを子どもたちに教え続ける必要
があるのでしょうか。大人自身が暮らしやすくなるため、
大人の手間を減らすため、子どもが大人になって恥ずか
しい思いをしないため、よい子育てをしているよい親で
ありたいため、いろいろあるかもしれませんね。でも、
大人の好みや考えを子どもに押しつけるのが目的ではあ
りません。大人の望むような子どもにしあげていくため
でもありません。子どもがいずれ自立して、社会の中で
協力しながら暮らしていくための準備です。そのために、
大人はなにを教えたらいいか、子どもは何を学ぶのかを
常に意識していく必要があります。他の人と話し合いな
がら助け合って暮らせる人、自分のしたことに責任をも
つ人、やってはいけないことを知っており、やるべきこ
とをやれるような人に育ってほしいなと思います。

子 ど も の し つ け
新潟市「やぎもと小児科」医師　柳本　利夫

連載：『小児科医やぎさん通信』　 第36回  子育ての目標（17）
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